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まちの話題

特集　エッセイ作品紹介

お知らせ

玉黄金

2月号の主な内容夜桜ライトアップ
　秋名集落から奄美市名瀬芦花部に続く県道

沿いで、ヒカンザクラのライトアップが初め

て行われました。道行く人たちは足を止めて

写真を撮影するなど、幻想的な雰囲気を楽し

みました。この取り組みは、地域活性化に取

り組む「秋幾農業創成塾」が企画しました。
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　龍郷町選挙管理委員会は１月１８日、県立大島養
護学校で「選挙講座」を開きました。生徒たちは「３
ない運動」の寸劇などで選挙に関する知識を深め、
模擬投票で１票を投じました。
　同講座は、選挙権年齢が１８歳以上に引き下げる
改正公職選挙法が今夏の参院選から適用されるた
め、啓発活動の一環として行われました。

18 歳選挙を学ぼう
養護学校で模擬投票

模擬投票で選挙の流れを体験しました

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成28年 1月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

2,981
6,099
2,965
3,134

　+6
   +16
　+11
　+5

▲

　大島地区消防組合龍郷消防分署は１月２４日、手
広集落で救命講習を行いました。サーフィンを中心
とするマリンスポーツでの海難救助に備え、地元
サーファーが救命の手立てを学びました。
　訓練には、ファーストレスポンダー隊も協力。自
動体外式除細動器（ＡＥＤ）の適切な使用方法など
を実演し、全員で熱心に取り組みました。

海難に備えよう
サーファーが救命講習

ＡＥＤの使用方法なども学びました

▲

　龍郷町建友会は１月１９日、ヒカンザクラの花見
シーズン到来を前に清掃ボランティアを行いまし
た。参加者は桜並木の沿道に生い茂った草木を払い、
環境美化に努めました。
　同会は、町内建設業者２１社で組織。午前８時半
から約３時間かけて汗を流しました。
　ヒカンザクラは２月上旬に見ごろを迎えました。

桜並木楽しんで
建友会がボランティア

桜並木周辺の環境美化に努めました

▲
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　西郷隆盛翁が縁で友好都市盟約を結ぶ
熊本県菊池市で、毎年恒例の「奄美フェ
ア」が開催されました。龍郷町の特産物

販売や泥染め体験などがあり、訪れた熊本県民が南国の雰囲気を堪能。今年は物産交流１０周年
の節目でもあり、大島紬関連の豪華賞品などが当たる大抽選会も行われて盛況となりました。
　同フェアは２月１日から２９日まで、道の駅七城メロンドームやきくち観光物産館など５会場
で開催されました。龍郷町からは徳田康光町長も即売所などを訪れて〝トップセールス〟を実施。
様々な催しで親睦を深め、両市町間でのさらなる交流拡大に向けて機運を高めました。

友好都市〝龍郷一色〟で盛況
菊池市で奄美フェア

▲

　大勝集落で１月３０日、「桜祭り２０１６」が開
催されました。ライブステージや大声選手権など多
彩なプログラムが展開され、活気にあふれました。
　大勝青壮年団が「ヒカンザクラの季節に春の夜風
を楽しもう」と企画。特設ステージでは、アカペラ
や漫才、かき氷早食い選手権などもあり、集落内外
から訪れた老若男女が一緒にゆらいました。

老若男女がゆらう
大勝で「桜祭り」

参加者は和気あいあいと楽しみました

▲

交流会では江頭実菊池市長も
チヂンで飛び入り参加しました
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「
開
通
し
た
日
だ
け
が
記
念
日

じ
ゃ
ね
え
よ
！
」

　

い
と
こ
は
珍
し
く
強
い
口
調
で

言
っ
た
。
一
九
九
八
年
の
年
末
の
こ

と
だ
。

　

十
五
歳
年
上
の
彼
は
ト
ン
ネ
ル
技

師
。
全
国
の
現
場
か
ら
よ
く
絵
は
が

き
送
っ
て
く
れ
た
。
私
が
小
学
生
の

こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
。
知
ら
な
い
地
名

の
消
印
に
「
今
、
○
○
ト
ン
ネ
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
」
と
書
か
れ
た
は
が

き
は
、
東
京
育
ち
の
私
に
は
地
理
の

教
科
書
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
い
と
こ
と
会
え
る
の
は
年

末
年
始
だ
け
。
テ
レ
ビ
は
そ
の
年
の

十
大
ニ
ュ
ー
ス
を
特
集
し
、「
東
名

高
速
で
最
も
長
い
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル

完
成
」
と
映
し
出
し
て
い
た
。

　

「
こ
こ
に
は
行
か
な
か
っ
た
ん
だ

よ
ね
。
仕
事
し
た
か
っ
た
で
し
ょ
」

と
聞
く
と
、
「
長
い
と
か
短
い
と
か

関
係
ね
え
よ
」
と
ム
ッ
と
し
た
声
が

し
た
。
不
穏
な
空
気
が
読
め
ず
、「
で

も
さ
、
国
家
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完

成
っ
て
、
小
さ
い
ト
ン
ネ
ル
開
通
よ

り
『
記
念
日
』
っ
て
感
じ
で
し
ょ
」

と
続
け
た
と
た
ん
、
冒
頭
の
セ
リ
フ

を
返
さ
れ
た
の
だ
。

　

「
ト
ン
ネ
ル
で
道
を
つ
な
げ
た
い

と
住
民
が
願
っ
た
日
だ
っ
て
大
事

だ
。
完
成
後
、
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら

そ
の
日
も
記
念
日
だ
。
そ
れ
は
自
分

ら
が
決
め
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
完
成

さ
せ
、
形
を
作
る
た
め
だ
け
に
図
面

を
引
い
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
使
う

人
の
た
め
に
掘
る
ん
だ
か
ら
」。

　

い
と
こ
は
一
気
に
言
っ
た
。

　

社
会
人
六
年
目
で
仕
事
に
も
慣

れ
、
効
率
と
見
栄
え
ば
か
り
を
追
っ

て
い
た
私
に
ズ
シ
ン
と
響
い
た
。

　

黙
り
込
む
私
を
見
て
、
い
と
こ
は

少
し
優
し
い
声
に
な
っ
た
。

　

「『
か
が
ん
ば
な
ト
ン
ネ
ル
』
っ
て

覚
え
て
い
る
か
。
ト
ン
ネ
ル
の
穴
に

　龍郷町は昨夏、「第２回たつごうエッセイコンテスト」を企画しました。「わたしの記念

日」をテーマに全国から力作を募集し、２月２１日には「龍郷町民フェア」で表彰式もあ

りました。このページでは、一般の部と学生の部の最優秀賞に輝いた２作品を紹介します。

（敬称略、年齢は受付時）

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ン
ネ
ル
記
念
日

東
京
都
中
野
区
　
大
沼  

亜
津
子

（48）

年
に
二
回
、
夕
日
が
は
ま
っ
て
龍
の

目
み
た
い
に
見
え
る
。
観
光
名
所
に

な
っ
た
ん
だ
。
狙
っ
て
掘
っ
た
わ
け

じ
ゃ
な
い
の
に
、
技
術
と
人
と
自
然

が
合
わ
さ
っ
て
奇
跡
が
起
こ
る
こ
と

も
あ
る
。
俺
は
そ
れ
を
見
な
い
ま
ま

現
場
か
ら
引
き
揚
げ
た
け
ど
、
い
つ

か
見
に
行
け
た
ら
そ
の
日
が
俺
の
ト

ン
ネ
ル
記
念
日
に
な
る
だ
ろ
う
な
」。

　

そ
の
と
き
決
め
た
。
私
が
い
と
こ

の
年
齢
に
な
っ
て
、
仕
事
に
自
信
を

持
て
て
い
た
ら
龍
の
目
を
観
に
行
こ

う
。
そ
の
日
は
き
っ
と
私
の
「
慢
心

と
言
う
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
」
記
念

日
に
な
る
だ
ろ
う
。　

一
般
の
部
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わ
た
し
は
今
、
四
人
兄
弟
の
一
番

上
だ
。
わ
た
し
が
最
初
に
お
姉
ち
ゃ

ん
に
な
っ
た
の
は
、
二
月
二
日
、
二

才
の
時
だ
っ
た
。

　

幼
い
頃
な
の
で
、
妹
が
で
き
た
時

の
気
持
ち
な
ど
覚
え
て
い
な
い
。
し

か
し
母
は

「
小
さ
い
時
、
莉
緒
奈
は
莉
々
亜
を

か
わ
い
が
っ
て
い
て
、
よ
く
面
倒
を

見
て
く
れ
た
よ
ね
。
」

と
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
言
う
。
ア
ル
バ

ム
を
見
る
と
、
一
緒
に
手
を
つ
な

い
て
歩
い
て
い
る
写
真
や
ブ
ラ
ン

コ
で
遊
ん
で
い
る
写
真
な
ど
、
二
人

で
写
っ
て
い
る
写
真
が
多
か
っ
た
。

き
っ
と
、
妹
が
で
き
た
こ
と
が
う
れ

し
く
て
、
妹
の
こ
と
が
大
好
き
だ
っ

た
の
だ
と
思
う
。

　

十
才
の
と
き
に
は
、
二
人
目
の
妹

が
で
き
、
二
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
に

な
っ
た
。
母
が
妊
娠
し
た
と
聞
い
た

と
き
は
、
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
く

て
、
う
れ
し
い
反
面
、
疑
っ
て
い

た
。
で
も
、
エ
コ
ー
を
見
る
と
、
顔

や
体
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
の
で
、

二
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
と
確

信
し
た
。
そ
の
日
か
ら
、

人
形
を
赤
ち
ゃ
ん
代
わ
り

に
し
、
ど
こ
へ
行
く
の
に

も
一
緒
で
世
話
を
す
る
練

習
を
し
て
い
た
。
生
ま
れ

る
と
き
は
、
病
院
で
立
ち

会
っ
た
。
実
際
に
見
る
と
、

目
が
く
り
く
り
で
小
さ
く

て
、
か
わ
い
か
っ
た
。
す

お
姉
ち
ゃ
ん
記
念
日

龍
郷
町
秋
名
　
隈
元  

莉
緒
奈

（11）

ぐ
に
だ
っ
こ
し
た
く
て
た
ま
ら
な

か
っ
た
く
ら
い
だ
。
退
院
す
る
と
、

妹
の
そ
ば
に
ず
っ
と
い
た
。

　

十
一
才
の
と
き
に
は
、
弟
が
で
き

た
。
わ
た
し
は
つ
い
に
、
三
人
の
お

姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
。
出
産
に
は
立

ち
会
え
な
か
っ
た
が
、
退
院
後
、
ミ

ル
ク
を
飲
ま
せ
た
り
、
お
む
つ
を
か

え
た
り
し
て
た
く
さ
ん
か
わ
い
が
っ

た
。
妹
や
弟
が
少
し
大
き
く
な
っ
た

今
で
も
、か
わ
い
く
て
た
ま
ら
な
い
。

　

き
っ
と
そ
れ
は
、
心
の
ど
こ
か
で

お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
と
い
う
自
覚

が
少
し
で
も
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。

妹
や
弟
が
で
き
た
こ
と
で
、
わ
た
し

は
成
長
し
、「
助
産
師
に
な
る
」
と

い
う
夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
ま

た
、
妹
や
弟
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い

る
毎
日
の
お
か
げ
で
、
あ
こ
が
れ
の

助
産
師
に
少
し
で
も
近
づ
く
こ
と
が

で
き
て
い
る
気
が
す
る
。

　

二
月
二
日
。
こ
の
日
は
、
わ
た
し

が
人
生
で
初
め
て
お
姉
ち
ゃ
ん
に

な
っ
た
日
だ
。

　龍郷町は、入賞された全２３作品を綴った「たつごうエッセイコン

テスト入賞作品集」を発行し、１冊２００円で販売しています。

　取り扱い窓口は総務企画課となります。

【お問い合わせ先】龍郷町役場総務企画課

☎６９‐４５１２　　ＦＡＸ６２‐２５３５

メール　koho@town.tatsugo.lg.jp 

「たつごうエッセイコンテスト作品集」販売中

学
生
の
部
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　もし、みなさんの目の前で人が倒れたら、あなたはその人に何ができますか？日本では年間約
５万人もの方が、心臓突然死で亡くなっています。
　突然心臓が正常に拍動できなくなった心停止状態の状態に対して、
電気ショックを行い、心臓を正常なリズムに戻すための医療機器とし
て「ＡＥＤ」（自動体外式除細動器）があります。
　龍郷町内には現在、民間所有を含め３０台のＡＥＤがあります。
　大島地区消防組合龍郷町消防分署では、ひとりでも多くの方に「心
肺蘇生」を学んでいただきたいと願い、ＡＥＤの取り扱いを含めた各
種救急講習会を実施しています。救急講習会をご検討されている方は
龍郷消防分署救急係までご連絡ください。

「みなさんの手で救える命があります」
公民館
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ご注意ください！！

手続きをしない限り課税され続けます
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る
生
徒
の
定
期
券
購
入
費
を
助
成
す
る

も
の
で
す
。
必
要
な
書
類
な
ど
を
持
参

し
て
、
役
場
総
務
企
画
課
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
要
件
を
満
た
す
と
「
通

学
費
補
助
許
可
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

▼
助
成
の
要
件

　

生
徒
・
保
護
者
と
も
に
龍
郷
町
に
住

所
が
あ
る
こ
と

　

保
護
者
が
町
税
お
よ
び
各
種
使
用
料

を
す
べ
て
納
め
て
い
る
こ
と

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

新
２
・
３
年
生
は
現
学
年
の
在
学
証
明

書
（
コ
ピ
ー
可
）、
新
１
年
生
は
合
格
証

明
書
（
同
）

　

申
請
者
（
生
徒
も
し
く
は
保
護
者
）

の
印
鑑（
認
印
可
。
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
不
可
）

▼
申
請
期
間 　

３
月
１
日
～
３
月
31
日

※
新
２
・
３
年
生
は
３
月
購
入
分
か
ら
新

年
度
許
可
証
を
使
用
で
き
ま
す
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
企
画
課
☎
69
‐
４
５
１
２

世
界
自
然
遺
産
講
演
会

　
環
境
省
那
覇
自
然
環
境
事
務
所
は
、

同
省
の
国
立
公
園
指
定
や
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
紹
介
す
る
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　

平
成
27
年
分
の
所
得
税
と
復
興
特
別

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、
平
成
28

年
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金

額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す

る
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
申
告
と
納
税
は
期
限
内
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
申
告
期
限
が
間
近

に
な
る
と
、
相
談
会
場
は
混
雑
し
、
長

時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
早
め

の
申
告
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
確

定
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
所
轄
税
務
署

へ
郵
送
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す
。
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
も
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

大
島
税
務
署　
　

☎
52
‐
４
３
２
１

※
自
動
音
声
に
従
い
「
２
番
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

高
校
生
バ
ス
通
学
費
助
成

　
高
校
生
バ
ス
通
学
費
助
成
制
度
は
、

奄
美
大
島
内
の
高
校
に
バ
ス
通
学
を
す

世
界
自
然
遺
産
ｉ
ｎ
龍
郷
町
」
を
開
催

し
ま
す
。
遺
産
登
録
を
ど
う
考
え
、
ど

う
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

奄
美
・
琉
球
世
界

自
然
遺
産
候
補
地
科

学
委
員
会
委
員
で
、

鹿
児
島
大
学
特
任

教
授
の
星
野
一
昭
氏
＝
写
真
＝
が 

「
世

界
自
然
遺
産
と
地
域
の
か
か
わ
り
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
環
境
省
奄
美
自
然
保

護
官
事
務
所
の
鈴
木
祥
之
氏
は
「
世
界

自
然
遺
産
と
奄
美
の
将
来
～
国
立
公
園

指
定
な
ど
の
取
組
み
～
」
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

▼
日
時

　

３
月
16
日
午
後
６
時
半
～
同
８
時

▼
場
所　
　

龍
郷
町
役
場
２
階
会
議
室

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー

☎
55
‐
８
６
２
０

道
路
ふ
れ
あ
い
標
語
募
集

　
国
土
交
通
省
は
、
毎
年
８
月
の
「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
向
け
て
、
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
道
路
は
、
生
活

の
向
上
と
経
済
の
発
展
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
国
民
共
有
の
財
産
で
す
。 

安
全
に
利
用
し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で 

い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
応
募
期
間

　

平
成
28
年
３
月
31
日
（
当
日
必
着
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理

課
総
務
係

　
☎
03
‐
５
２
５
３
‐
８
１
１
１
（
内

線
）
３
７
４
２
３
、
３
７
４
２
４

　

メ
ー
ルfu

re
a
ig

e
k
k
a
n

-
h

2
x
5

@

m
lit.g

o
.jp　

３
月
法
律
相
談

　
奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
「
奄
美
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
10
日
（
木
）
午
後
１
～
４
時
半

▼
17
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
11
時
半

▼
24
日
（
木
）
午
前
11
～
12
時

　
　
　
　
　
　

午
後
１
～
３
時
半

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
順
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
市

民
生
活
係
☎
52
‐
１
１
１
１
（
内
線

１
７
１
５
・
１
７
１
６
）

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

  3（木） 1 歳 6 カ月健診 13：00 どぅくさぁや館

  4（金）
 早朝スピード特定健診結果報告会   9：00 以降 赤尾木　浦

嘉渡　秋名
 でぃでぃクラブ 13：30 どぅくさぁや館

  7（月） 早朝スピード特定健診結果報告会   9：00 以降 中勝　戸口　大勝
  8（火） じゃがいも会 13：30 赤尾木地区
  9（水） わきゃしまどぅくさネットシンポジウム 13：00 りゅうゆう館

11（金）
 かめのこクラブ 10：00

どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30

13（日） 公民館講座合同閉講式 13：00 りゅうゆう館

16（水）
 母子歯科相談 13：30 どぅくさぁや館
 たつごう在宅家族の会 14：00 肥後医院（赤尾木）
 みんなで考えよう世界自然遺産 in 龍郷町 18：30 龍郷町役場２階会議室

18（金）
 かめのこクラブ 10：00

どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30

22（火）
 じゃがいも会 13：30 赤尾木地区
 お腹スッキリ運動教室 19：30

どぅくさぁや館
25（金） でぃでぃクラブ 13：30

・
森
田
マ
ユ
ミ
さ
ん
（
故
中
田
政
輝
さ
ん
）

幾
里
集
落
、
社
会
福
祉
協
議
会

秋
名
稲
葉
会
、
幾
里
稲
穂
会

・
且
サ
ヨ
コ
さ
ん
（
故
且
繁
敏
さ
ん
）

手
広
集
落
、
手
広
高
齢
者
ク
ラ
ブ

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
松
田
忠
照
さ
ん
（
故
松
田
セ
ツ
子
さ
ん
）

・
棚
窪
ひ
と
み
さ
ん
（
故
村
田
智
子
さ
ん
）

・
秋
山
義
久
さ
ん
（
故
秋
山
サ
ダ
エ
さ
ん
）

３
月
行
事
予
定
表

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
１
月
届
出
】

村
田
　
紘こう
せ
い誠

則
岡
　
優ゆ
な那

  

榮 

　
結ゆい
と翔

田
中
　
心こは
る晴

川
畑
　
須す
み
と
美
斗

　（
敬
称
略
）

中
勝

瀬
留

瀬
留

赤
尾
木

浦

保
護
者
名

聖
貴

孝
幸

力
夫

淳
一

力

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
１
月
届
出
】

  

興 

　
正
勝

村
田
　
智
子

秋
山
　
サ
ダ
エ

内
田
　
達
也

中
田
　
政
輝

（
65
）

（
84
）

（
84
）

（
68
）

（
66
） 　

　
　（
敬
称
略
）

大
勝

玉
里

下
戸
口

上
戸
口

秋
名

香 

典 

返 

し 

お 

礼

３
月
ど
ぅ
く
さ
会

　
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。場所：各集落公民館など　時間：午前９時半午後２時
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電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

2
February

2016

奄
美
会
と
し
て
の
「
お
は
ら
祭
り
」
参
加

な
ど
、諸
行
事
で
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

龍
郷
町
へ
の
想
い

　

鹿
児
島
市

で
さ
え
空
き

家
が
多
く

な
っ
た
事
を

気
づ
く
昨
今

で
す
が
、
高

齢
化
が
顕
著

な
島
は
な
お

さ
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
一

方
、
基
幹
道

路
沿
い
と
い
う
好
立
地
、
豊
か
な
自
然
環

境
の
条
件
で
、
龍
郷
町
に
新
居
を
求
め
た

方
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
新
居
者
を
温
か

く
迎
え
入
れ
る
温
和
な
人
柄
な
ど
、
様
々

な
魅
力
を
内
外
に
発
信
で
き
る
龍
郷
町
と

し
て
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

執
筆
：
山
田
隆
文

 まつだ ひろゆき  　　　   

Ｈ 27. 2. 12　生

父 維 / 母 しのぶ　手広

松田 紘幸 くん

 のりおか れん  　　　

Ｈ 27. 2. 2　生

父 博之 / 母 静香　瀬留

則岡 蓮 くん

　

全
国
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
龍
郷
町
」
の
出
身
者
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
郷
里
の
心
を
胸
に
活
動
す
る
郷
友
会
を
紹
介
し
ま
す
。

⑤

山田 隆文
（川内出身）

【会長】

鹿児島龍郷町郷友会での八月踊り

  まつだ  まさゆき  　　　

Ｈ 27. 2. 12　生

父 維 / 母 しのぶ　手広

松田 雅幸 くん

  さわ　な な こ　 　　　　 　 

Ｈ 27. 2. 3　生

父 祥平 / 母 菜津美　手広

澤 菜々子 ちゃん

いわさき  ももか　　　　　

Ｈ 27. 2. 12　生

父 智寛 / 母 麻美　中勝

岩崎 桃華 ちゃん

よこやま　　　　　　　　　

Ｈ 27. 2. 4　生

父 栄二郎 / 母 みゆき 大勝

横山 よう ちゃん

なかわだ  　けいと　　　

Ｈ 27. 2. 25　生

父 明宏 / 母 恵理子　中勝

中和田 敬翔 くん

にし　  　　　　　　　　　

Ｈ 27. 2. 5　生

父 智己 / 母 さやか　瀬留

西 あんり ちゃん

満一歳になりました。
この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

鹿
児
島
龍
郷
町
郷
友
会

　
龍
郷
町
出
身
者
を
中
心
に
、
７
小
学
校

区
で
集
う
連
合
会
と
し
て
通
称「
龍
郷
会
」

が
あ
り
ま
す
。
昭
和
29
年
ご
ろ
に
澁
谷
仁

太
・
初
代
会
長
の
も
と
組
織
さ
れ
、
会
長

は
現
在
10
代
目
で
す
。
シ
マ
（
龍
郷
町
）

と
は
同
じ
鹿
児
島
県
内
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
政
治
・
経
済
的
に
も
強
い
繋
が
り
が

あ
り
、永
続
的
な
結
び
を
築
い
て
い
ま
す
。

主
な
活
動

　

各
郷
友
会
で
は
「
敬
老
会
」
な
ど
を
催

す
な
ど
独
自
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
戸
口

会
の
八
月
踊
り
は
、
龍
郷
会
全
体
で
応
援

し
ま
す
。
出
身
者
に
限
ら
ず
、
県
内
外
か

ら
の
お
客
も
み
え
て
、
チ
ジ
ン
や
サ
ン
シ

ン
に
合
わ
せ
踊
り
ま
す
。
独
自
活
動
が
難

し
い
会
は
、
龍
郷
会
の
年
１
回
の
総
会
や


